
lませんさぎよ

ともいう(写真一39 の 1 ・ 2 ・ 3) 。

31 ジム ク 口

ν ーノレ山総の一極で， レ ー ノレを加 flllするためj羽いられる百器具。

械ジム !l "，縦ジムクロの 2 flJì類があるが，いずれも u 字わく

の両端でレーノレをは控室し， それを支点として中央のらせん制iに

よりレールの中央を圧し Jil1 11l1するものである。このほかに主わ

くの両端を支点とし，中央のラチ ェッ ト を操作し ， リ ソク 犠織

をスク リ ューで伸縮し ， その抑圧でレーんを屈曲するものがあ

る(写真-40) 。

32 ボルト緊解後

レー ノレの継目板ポノレトの緊解に使用される機械で， モータを

動力とし，ウォームギヤの滋速装位によ ってボル トを緊解す

る。

33 橘枕木リベ ッ ト穿孔 (せんこう)器

m枕木またはそのパッキ γ板のリベット穴をあける総具で，

ギムネの先端スクリュ ー の一昔ßをリベットのjjJ{よりやや大きく

したものである。

34 枕木針金巻器

枕木の仰lれ止めをするため，枕木端に針金を巻きつける\lð具、

で，紙;木を一定の台の上にi依せ， 日器具を枕木の!苅凶にまわしな

がら針金を巻きつけるもの(写真-41) や，ラ チェット衡平を利

用するもの(写真一42) などその組頬は多い。

35 犬 く ぎ抜器

犬くき.を抜く器具で， 一般にはパーノレが用いられるが (1) 

ガードレールのあるところや，分岐総の一部の箇所などでパー

ルでは犬 くぎを抜くことができない場合は，犬 くぎを抜く専用

のスパイキプー ラ(写真一43) が用いられる。これは犬くま玖を

つかむ爪部と柄とからな っているものと，爪部だけでパーノレを

柄として月札 、 るものとがある。いずれも爪郎を犬くま政にかけ

て ， レーノレ DJïにおいた受台を支点として例制iまたはパールをて

ことして犬くぎを抜く。 (2) その他に手動梓，ラック樹柱，フ

ッタからなり ， 手動梓の先端にフックを取り付け手動梓を上下

して犬くぎを抜くものがある(写J'); -44) 。

36 犬 く ぎ再生器

犬くぎの更生に使用する器具で，犬くぎを制IH萄より左右ねじ

梓の作用で圧縮する横動子と ， 上部から抑圧する縦励子とから

なり ， 予熱した犬くぎを横動子の IlJIにはさみ， 左右上部より強

IJ: して犬くき.を更生する(写真ー45) 。

37 込栓製作器

枕木の犬くぎ穴を うめる込栓(こめせん) を造る官器具で，鋼鉄

管のー械をつぼめて刃をつけ， これに所以の寸法に製作された

木片をあて，てこで圧して込栓を造る(写J'j;-4 6) 。

38 ステ ッ プJ!.-製作器

t..t木制止めの針金の先端をとめるステ ップノレを造る総具で，

水平梓の前後運動により針金をくの字型に 1111げると同時に切断

して，述統的に造ることができる(写真-47) 。

39 枕木き ょう 搾器

以;木創れ止めの針金を巻く場合，すでに制裂している枕木に

対して効栄を十分にするために，枕木を十分きょう搾して行う

ことが必製である。この目的に使用する総具で，枕木を入れる

わくと一方から抑圧するハンドノレ付の らせん取hからなっている

(写其-4 8) 。

40 螺釘(らて L 、) 緊解後

似事Iを締め付けまたは引き抜く措置械で，モータを動力とし滅

速装置により奴釘頭部に依合(かんごう)する箱ス パナを悶転さ

せるもので，回転力をレール頭部をは慢するつかみ金具で受け

る(写真-49) 。

41 爪型犬 く ぎ抜器

バー ノレでは抜けない状熊にある犬くき.を抜〈骨量具で，パーノレ

を短くした爪部だけのものである。この爪を犬くきrの頭部に打

込み他端をスパイキハソマなどでたたいて犬くぎを浮かし上げ

る(写J'{-50) 。

42 スパイキノ、ンマ

犬くぎを枕木に打込む甘器具で 30 kg ， 37kg, 50kg レーノレ用

とがあり，頭部m::Iìlはともに 4 kg であるが，形状寸法が違い

柄はかしを原目1I とする。日本工業規絡 JIS . E 1501 により制定

されている(写J'j;-51) 。

43 スレッジハンマ

鍛冶場で火造り作業に使用されるもので，鉄工j刊向うづちと

も呼ばれる。片口と両日の 2 種類があり ， 重量も 1kg 程度のも

のから llkg 程度のものまである(写真ー52) 。

44 トラ y クジ ャ y キ

主として軌権， 分岐総などのこう上に使用するもので， 種々

の形式のものがあるが，ラック式 ・ スクリュ 一式 ・ ìfll J.王式のも

のが多 く 使用されている。荷重はいずれも頭部 15 t，爪部 10 t , 

働程 250 mm 前後でこう 上の場合は爪部をレールの底部にかけ

て行う。このほか一般に広く 使用されている小型トラ ッ クジャ

ッキにラック式， ì011王式，ギヤ式，ス F リュ ー式の 4 極類があ

り(写J'ï-53 ・ 54のト 2) ，ギヤ式のみが急降下式で他は急降下 ・

i新降下兼用である。荷量はいずれも頭部1O-6t，爪部 5t， t晶

程は 90 mmである。

45 ピータ

道liRの掠|起しおよびつき固めに使用する骨器具で， 金属部の標

準重量は 4 kg で， その形状は一端が緩形 (fiちがた)・をしたつる

はしで，これを打ち下したとき， 枕木下端において道床にほぼ

直線的に力が加えられるよう弧形をなしている。柄はかしを原

則としている。日本工業規絡 JIS. A8901 で制定されている(写

真ー55) 。

46 砕石周ショベル

線路の斑(むら)直しに豆砕石敷込作業を行う湯合，枕木下に

Ií.砕石を敷込むのに用いる特殊なγ ョベノレで，その敷込みの方

法によって，縦ショベノレと償γ ョベノレの 2 極類がある。縦ショ

ベノレは， 豆砕石を枕木の長手方向から敷込むもので，長方形の

特殊glìi性みがき鋼板の一端に柄を取り付けたものであり，横シ

ョベノレは枕木の仰l而方向から敷込むもので， 塵取り形の鋼板製

Y ョベノレである(写n-56 ・ 57) 。

47 カ ッ チ ャ ー

道床砂罪1Iの捌但しに使用される皆器具である。金属音ßはj早さ 10

mm の鋼板製で先端は道床バラストの中に食込みゃすいように

とがっており，他端は取付金具で堅固にかしの柄に取付けられ

ている(写兵ー58) 。

48 レールホー ク

レールの償移動などに際 し， レ ー ノレを機転するのに使用する

総具で， 先端はレールの顎(あご)音11 と，底部をつかむ部分があ

り， ν - Jレを償転転起させる。日本工業規格 JIS . E 1504 で制
定されている。この他レ ー ノレの腹部にそう入されるコの字形の

金属にラチェットギヤ付のハソドノレをつけたものがあり， レー

ノレの転倒が容易で，ハンドノレがレーんとともに倒れるようなこ

とはなし、(写J'j;-59) 。

49 パ ール

ク ロ パー とも呼ばれる。犬くぎ抜き， )湿り直し，レ ール作業

等あらゆる{来線作業に使用される器具で， 先端爪部は犬くぎの
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